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はじめに 

 

 東 京 消 防 庁 管 内 の工 事 現 場 においては、毎 年 １００件 前 後 の火 災 が発

生 しています。中 には多 数 の死 傷 者 を出 す火 災 も発 生 しており、工 事 現 場

関 係 者 が安 心 して安 全 に作 業 するためには、工 事 現 場 における防 火 安 全

対策 の更なる充 実化 が求められています。 

また、新 型 コロナウイルス感 染 症 の影 響 により、リモートワークの推 進 や拠

点 の分 散 化 が加 速 したことで、建 物 内 の勤 務 人 員 は減 少 し、防 火 管 理 業

務を適 切に遂行 するための人 手不 足が懸 念されております。 

このような状 況 の中 、令 和 ３年 ７月 、東 京 都 知 事 から火 災 予 防 審 議 会 に

対 し「建 築 物 のステージに応 じた実 効 性 ある防 火 安 全 対 策 の在 り方  ～新

築 工 事 から使 用 中 における対 策 ～」について諮 問 がなされ、令 和 ５年 ３月 に

答申 をいただきました。 

答 申 では、「工 事 現 場 における防 火 安 全 対 策 」として、これまで採 用 して

きた防 火 安 全対 策の拡充 と ICT を活 用した情 報 共有 ツールの提案 を、「使

用 中 の防 火 対 象 物 における防 火 安 全 対 策 」として、情 報 共 有 ツールを活 用

した防 火 管 理 業 務 の効 率 化 について、それぞれ具 体 的 な提 言 がなされてい

ます。 

東京 消 防 庁といたしましても、答申 内 容をそれぞれのステージに応じた防

火 対 象 物 の防 火 安 全 対 策 に反 映 させるとともに、必 要 な情 報 を迅 速 に共

有 すべく、防 火 管 理 業 務 へのＩＣＴの活 用 を図 るなど、都 が推し進 めるＤＸに

即 した実 効 性 のある施 策 となるよう積 極 的 な予 防 行 政 を推 進 してまいりま

す。 

結 びに、長 期 間 にわたりご尽 力 いただきました火 災 予 防 審 議 会 の中 林会

長 、長 谷 見 副 会 長 、人 命 安 全 対 策 部 会 の野 口 部 会 長 をはじめ、各 委 員 の

皆様 に深く感謝 を申 し上げます。 
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まえがき 

 

この答 申 は、令和 ３年７月１日、東 京都 知 事から「建築 物のステージに応

じた実 効 性ある防 火 安全 対 策の在り方～新築 工 事から使 用 中 における対

策～」について諮問 を受け、２年 間の審 議・検 討を経てまとめたものです。 

東京 消 防 庁管 内では、工 事 現 場において毎 年１００件前 後の火災 が発

生しています。火災 は新築 の工事 現 場や使用 中 の建 築 物の改修 工 事 現場

の他、使 用を終えた建築 物 の解 体 工事 現場 でも発 生しており、中 には多 数

の死 傷 者を出したものもあります。そこで、工 事 現場 の火 災について、東 京

消防 庁 管 内における過去 １０年 分の調査 結果 から、原 因、着 火物 、経過 な

どにより傾 向を見 出 し、工 事 現 場火 災の課題 を抽出 しました。 

また、建 築物 のステージが進 み、使 用中 の建築 物 については、改修 工 事

の課 題の他に、新 型 コロナウイルス感 染 症 の影 響でリモートワークの普 及 や

オフィスの分散 化が進み、防 火 管理 業 務 の推 進に必 要な人員 が不 足する

可能 性 があることが分かりました。 

これらの課 題に対し、今回 、人命 安 全対 策 部会 では、従 来 取り入れられ

てきた対 策の拡充 の他、火 災に関わる情 報を適 切に迅速 に共 有する方 法

について、審議 ・検 討 を進めてきました。その結 果、工 事現 場 及 び使 用 中建

築物 の双方 に、防火 安全 対 策として ICT を活 用した情 報 共有 が有 効であ

るという結 論に至りました。 

本 答 申 は、工 事 現 場 で働 く作 業 員 の方 々、及 び使 用 中 の建 築 物 で働 く

又 は利 用 する方 々に対 する防 火 安 全 性 の底 上 げを意 図 したものであり、皆

様に広く活 用されることを期 待しております。 

東 京 消 防 庁 におかれましては、今 回 の答 申 内 容 が都 民 の皆 様 の安 全 に

繋 がるべく、その普 及 方 策 について十 分 に検 討 していただきたく、また、関

係 者 の皆 様 におかれましては、本 答 申 の意 図 をご理 解 いただければ幸 いで

す。 

おわりに、本 答 申 の作 成 にあたり、ご協 力 いただきました当 部 会 委 員 及

び東 京 消防 庁をはじめ関 係 各位 に、心から感 謝 申し上げます。 
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